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MacintoshとWindowsの混在環境における一元管理を実現
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福博印刷株式会社は、佐賀県に本社、東京・

福岡に支店を構える従業員数200人以上の

中堅企業だ。同社では多様化する顧客ニーズ

に臨機応変に応え、半世紀以上にわたり事業

活動を行ってきた。顧客志向の取り組みは、

市場ニーズをいち早くとらえ、チラシやカタ

ログ、ポスターといった商業印刷を中心に、

サイン制作や、映像編集、Webサイト運営といっ

た多方面にわたるサービス提供を行っている。
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　同社では、「コンプライアンス（法令遵守）」

の対応を大きな柱とし、2001年12月に、環

境マネジメントシステム（ISO14001）を認

証取得し、2005年5月には、情報セキュリティ

マネジメントシステム（ISMS）認証取得、

8月にはプライバシーマーク付与認定を受

けるなど、このような真摯な取り組み姿勢

は業界を問わず注目されている。

　「企業は信用される存在でなければいけ

ません。そういった意味からもコンプライ

アンスへの対応は必須であると考えてい

ます。そのための仕組みや環境、運用、チェッ

ク体制の構築が何よりも重要です。」と語

るのは、代表取締役社長の原 健三 氏。

　同社ではコンプライアンスの対応の1つ

として、IT資産管理に力を入れている。具

体的には、ソフトウェアの違法コピー防止

やライセンス数、バージョンの管理、クラ

イアントPCの台数や使用場所の把握と管理、

ハードウェア・ソフトウェアの購入窓口な

どIT資産全般に関わる一元管理である。

　IT資産管理を行うことで、企業品質の向

上に貢献できるというのが狙いだ。

　IT資産管理の第一歩として、社内にある

クライアントPCとソフトウェアの棚卸し

を行った。福博印刷株式会社では、さまざ

まな部門で約170台のクライアントPCを

導入しており、OSはMacintoshとWindows

が混在している。各クライアントPCで使用

されているソフトウェアライセンスの管理

状況の調査、使用されているソフトウェア／

フォントのリスト化作業、ソフトウェア利用

に関する規則や基本方針の策定、IT資産管

理体制の整備などを進めることとなった。

　クライアントPCを一台一台まわっての

手作業による調査であったため、膨大な時

間と手間をかけて全てのクライアントPC

とソフトウェアの棚卸しを行ったのである。

　「従業員の協力で、棚卸しはスムーズに

進みました。それでも、クライアントPCのハー

ドディスク全体を調べるため、かなりの手

間と時間がかかっています。また調査中は、

従業員の業務も止まってしまうので、会社

としての作業効率は大幅に低下している

といわざるを得ない状況となってしまい

ました。」と語るのは、管理本部・経営企画

グループ課長代理の生方 一成 氏。

　IT資産の調査によりパッケージソフト

だけではなく、フリーソフトがインストー

ルされているケースもあった。

　会社として今までソフトウェア利用の

実態が十分に把握できていなかったこと

が判明したのである。

　「調査により当社のIT資産管理台帳は

できましたが、この結果はリアルタイムで

確認することができず、現状とかけ離れ

ていく可能性もあり、信憑性にかけてい

ます。また、特定のソフトウェアのリスト

アップはできるのですが、現在そのクライ

アントPCに、そのソフトウェアが本当に

インストールされているかどうかは全く

わかりません。手作業による棚卸しでは、

リアリティのないところで調査をしなけれ

ばならないという課題がついてまわります。」

と語るのは、管理本部・経営企画グループ

の大石 栄二 氏。
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　同社では、IT資産管理における管理工数

を軽減し、運用しやすいソリューションの

導入を検討していた。そこで、候補に挙がっ

たのがクオリティの「QND」である。

　「QND」は、クライアントPCのインベントリ

を取得し、ハードウェア／ソフトウェアの

スペックや利用状況の把握や収集された

クライアントPC情報の台帳化などを実現し、

管理工数を大幅に削減するソリューション

である。

　「“QND”は、現状をリアルタイムに把握

できるだけではなく、ユーザの不注意によっ

てインストールされたソフトウェアも検

出します。こういった機能により不用意に

ソフトウェアがインストールされてしま

うという事故も未然に防げるようになり

ました。QNDを導入したことで、より強固

なコンプライアンス体制を実現しています。

おかげさまで、徹底的なライセンス管理体

制を構築している企業として、アドビシス

テムズ株式会社の導入事例に採用される

に至っています。今後は、ソフトウェアだ

けではなくフォントのライセンス管理な

ども視野に入れたシステム構築も検討し

ていきたいと考えています。」と生方氏。

　クオリティでは、QNDのオプションと

して、モリサワフォントを管理する「BizPack-

F」を提供している。フォントの台帳化や、

モリサワパスポートのインストール情報

も管理できるソリューションであり、導入

を検討している。

   

　「QND」は、Windowsはもちろんのこと、

Macintoshにも対応して

いる。制作現場で使われ

るPCにWindowsが増え

てきているとはいえ、

Macintoshを一掃するこ

とはできない。同社にとって、Macintoshへ

の対応は必要不可欠なのである。

　「“QND”を運用するにあたって、Windows

に対応していて、Macintoshに対応してい

ない機能もありますが、必須の機能は備わっ

ており、満足しております。“QND”を導入

したことで、シンプルで容易な運用・管理

を実現できています。」（大石氏）。

　福博印刷株式会社は、「QND」により、IT

資産管理の一元化を実現し、TCOの削減を

可能とした。さらに、アドビシステムズ株

式会社の「Adobe® Open Options 4.5 

Licensing Program」やマイクロソフト株

式会社の「Microsoft® Open License 6.4 

プログラム」への移行により、ライセンス

管理工数を軽減している。

　「ソフトウェア購入の場合、従来は部門

毎に起案を上げ、部門内でソフトウェアを

個々で管理してきましたが、現在ではIT資

産管理の一元化による管理体制を構築し

たことで、必要なソフトウェアで、余剰ラ

イセンスがあれば、それをフィードバック

し、他部門で、そのライセンスを即日利用

できる体制となりました。現在の体制は、

従業員にもメリットがあると感じています。」

（生方氏）。

　更に、QNDのインベントリ収集により、

常に最新のライセンス管理台帳を確認で

きるため、手作業で行っていたときとは比

較できないほど、ライセンスのつき合わせ

が容易となっている。IT資産管理によるコ

ンプライアンス体制を確立したことで、企

業の信頼を向上するだけではなく、管理・

運用コストも削減できた形だ。

　「QND」を導入したことで、コンプライ

アンスの重要性を全社員に徹底できたこ

とに加え、無意識のうちにインストールさ

れていたソフトウェアを管理することが

できた。ライセンス管理の徹底が、無駄な

投資を抑制することになり、結果として

TCOの削減に繋がったのだ。さらに、ソフ

トウェアを一元管理することで、パッケー

ジの収納スペースも大幅に削減でき、現在

は3つの棚に収まる程度になったという。

　また、管理者がクライアントPCを直接

操作できるリモートコントロール機能も

好評だ。「今までは、問い合わせに対して電

話や現場に出向いて対応していました。し

かし、リモートコントロールにより、どん

なに遠距離であっても直接クライアント

PCを操作できるため、移動時間や状況を

把握する時間などを削減でき、業務効率が

大幅に向上しています。」（大石氏）。

   

　IT資産管理体制を確立した今後の同社

の目標として、情報セキュリティ強化対策

や日本版SOX法の法制度化を見据えた対

策を考えているという。

　「各種法制度基盤として“QAW”の導入

も検討していきたいと考えています。ユー

ザの不正による情報漏えい対策やアクセス

ログといった不正操作による情報セキュリ

  リアルタイムに現状を把握
  管理工数を大幅削減　

  IT資産管理の一元化と
  TCOを削減　

  IT資産管理導入支援サービスも
  実施へ
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■ 福博印刷 社内ネットワーク

ティ管理も、今後必要になると考えています。」

（生方氏）。

　また、同社では同社が独自で蓄積したIT資

産管理の知識やノウハウを、他社にも提供し

ている。

　「IT資産管理はツールを導入しただけで

完結しないことがわかりました。そこには、

導入前の準備や運用・管理のノウハウが非常

に重要なポイントになります。当社は、こういっ

たIT資産管理に関わるノウハウを提供し、

同じ悩みを抱えている企業に対して、IT資産

管理体制の確立を支援するサービス“IT資産

管理導入支援サービス”を提供しています。

IT資産管理運用を行うことは、企業にとって

企業品質を向上させるだけではなく、TCOを

大幅に削減できるというメリットもあります。」

（生方氏）。

　自社のみならず、様々な関係企業のコンプ

ライアンス確立を支援するツールとしてQND

の役割はきわめて重要である。九州発の同社

の取り組みに注目したい。
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